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ウィキペディアから天文を普及する 
～ウィキペディア天文関連記事の編集活動
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〈ウィキプロジェクト天体〉

e-mail: tenmon.open@gmail.com

ウィキペディア日本語版に天文関連の記事が載るようになって20年が経ちました．ウィキペディ
アについては「内容が薄い」「間違いばかりだ」と批判されることもありますが，現在では10,000を
超える天文関連の記事が立項され，その内容も日々加筆・修正されています．ウィキペディアを
使った天文普及活動に長年取り組んできた著者より，ウィキペディアとは何か，そして日本語版の
天文記事がどのように書かれてきたか紹介します．天文普及に携わる方々の参考になれば幸いです．

1.　はじめに
無料のオンライン百科事典「ウィキペディア」
が誕生したのは，21世紀が始まってから間もな
い2001年1月15日のことでした [1]．その4ヵ月
後の2001年5月20日には，我々に馴染みの深い
ウィキペディア日本語版が，ラテン文字以外の文
字を使う言語としては初の言語版として設立され
ました．それから四半世紀近い年月を経て，
2024年現在では332の言語版のウィキペディア
が運営されています [2]．
今ではGoogleなどのウェブ検索を用いて検索
を行うとウィキペディアの記事が必ずと言ってよ
いほど上位に表示されるようになり，もはやウィ
キペディアはいつでも使える身近な情報源として
の地位を確立していると言えるでしょう．分野に
よっては単なるトリビアルな情報の羅列に留まら
ない質の高い記事も多く，そういった記事を興味
深く読まれたこともあるかと思います．一方で，
学術領域，特に皆さんの専門である天文分野の記

事には，情報の量や質に対して疑問や不満を覚え
た経験のある方も多いのではないでしょうか．私
がウィキペディアの天文関連記事の編集を始めた
動機もまた「ウィキペディアの誤った情報を掲載
した記事のせいで迷惑を掛けられることが多い」
ことへの不満でした*1．
実は私，ウィキペディアの編集を始める以前は
趣味として早押しクイズを嗜んでいたのですが，
サークルや大会，あるいはオンラインのクイズ
ゲーム等で出題される天文学・惑星科学関連問題
に内容の怪しいものが多かったため，知っている
がゆえの不利を度々被っていました．やがて，そ
の原因の一端はどうやらウィキペディアにあるら
しい，と気づき，素人の手すさびながら天文学関
連の記事編集を始めた次第です．その後，縁あっ
て日本天文教育普及研究会に入会することとな
り，少しの期間ですがインターネット版『天文学
辞典』にも協力者としてお手伝いさせていただき
ました．
本稿ではこれまでの私の編集経験を踏まえて，

*1 記事編集を始めた詳しい経緯については大阪市立科学館の冊子『月刊うちゅう』2021年4月号に掲載の拙稿を参照く
ださい．
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ウィキペディアとは何か，またウィキペディア日
本語版の天文記事がどのように編集されているか
について紹介します．

2.　「ウィキペディア」とは
2.1　ウィキペディアの定義
そもそも「ウィキペディア」とは何なのか？
ウィキペディア日本語版の「ウィキペディアにつ
いて」という紹介記事では「信頼されるフリーな
オンライン百科事典，それも質・量ともに史上最
大の百科事典を，共同作業で作り上げることを目
的とするプロジェクト，およびその成果である百
科事典本体です．」と定義されています [3]．ここ
でいう「フリー」には「無償で使える」という意
味だけでなく，「自由に二次利用できる」「誰でも
自由に編集できる」などの含意があります．
自由に二次利用できると言っても，ウィキペ
ディアの記事は著作権を放棄したわけではありま
せんので，著作権法の認める範囲でのみ外部での
引用ができます．引用の範囲を超える二次利用を
する場合は，クリエイティブ・コモンズの策定し
たCC BY-SA 4.0という規定に添って利用するこ
とが求められています．これは「作品の複製・頒
布・展示・実演にあたっては著作権者を表示し，
作品を改変・変形・加工してできた作品にも基と
なった作品と同じライセンスを継承させた上で頒
布を認める」という規定で，二次的利用に対して
非常に自由度の高い，開かれたものとなっていま
す [3]．
記事の編集に対して金銭的な報酬もなく，それ
ぞれの記事は無償のボランティアによって立項・
編集されています．また，記事編集に対して報酬
を授受することも禁止されています．
記事の執筆や編集には特別な資格は必要ありま
せん．方針とガイドラインを守って編集できる人

であれば，誰でも参加することが可能です．記事
の編集にあたってはアカウントを作成することが
推奨されています*2．
「誰でも編集に参加できる」ということは，そ
の分野の専門家が記事の編集に参加することもも
ちろん問題ないということです．むしろ，専門家
の知見を記事に反映してもらうことは大歓迎され
ます．ただし，専門家であっても他の利用者と同
じ立場であり，ウィキペディア内のローカルルー
ルに沿って参加することが求められます*3．
2.2　ウィキペディアの強み
他のメディアと比較すると，ウィキペディアに
は以下のような強みがあると言えます．
・ユビキタスな閲覧性
いつでもどこでも誰でも閲覧できるのはウェブ
媒体ならではの強みです．加えてウィキペディア
には「永続的に」という強みがあります．新聞や
通信社，TVなどの既存メディアのウェブ記事は，
一定期間が過ぎると消されていきますが，ウィキ
ペディアにはこれがありません．また，誰もが見
ることができる形で編集履歴が残されており，仮
に削除される場合でも利用者間で交わされた議論
が目に見えるところに残されますので，こっそり
見えないところで削除や文章の改変をされる心配
がありません．この点で，多くのマスメディアよ
り公明正大な情報源であると言えるでしょう．
・検索上位の優位性
ウェブサイト運用担当の経験がある方は，各種

SEO（Search Engine Optimization, 検索エンジン
最適化）対策には腐心されたことと思います．そ
の点，ウィキペディアはどの検索エンジンでも必
ずと言ってよいほど上位に表示されるという優位
性があります．PCで検索すると，Googleでは右
側に表示されるナレッジパネルにウィキペディア
の該当記事の要約が表示されます．またBingで

*2 ウィキメディア財団への寄付を求める表示が出にくくなるという副次的効果もあるのでおすすめ．
*3 時折，信頼できる情報源を提示せず改稿して，ほかの利用者と編集バトルを繰り広げる人が現れます．
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は強調スニペットとして最上位に表示されること
が多いようです．このような強みにより，情報を
求める人に対して必要かつ適切な情報を確実に届
けることが期待できます．
・検証可能性
後ほど詳述しますが，ウィキペディアの記事に
はその記述の根拠となる文献を出典として明示す
ることが求められます．これがあることで，記事
に書かれた内容の真実性を閲覧者自身の手で検証
することが容易になります．
・オープンコンテントであること
ウィキペディアの記事は，その分野の専門家に
限らず，方針とガイドラインを遵守する限り誰で
も記事を編集することができます．誰でも新たな
情報を書き加えられる，あるいは記事の誤りを正
せるというオープンコンテントで得られる集合知
は，他のメディアでは享受できない貴重な利点で
あると言えます．
一方でこのオープンな特徴は，専門性の低い記
事が乱立することにも繋がるため，ウィキペディ
アの信用性を下げる要因にもなっています．ま
た，悪意ある利用者による記事荒らしが頻発する
ため，記事内容の保全に善意の利用者の手間が掛
かっているのも事実です．
このオープンコンテントな特徴が悪用されたり
記事の質の低下を招いたりすることを防ぐため，
ウィキペディアでは記事の内容について，
・中立的な観点
・検証可能性
・独自研究は載せない
という三大方針が定められています（図1）．ウィ
キペディアでは，これら3つの方針によって記事
に書き記すことができる情報の種類と品質を決め
ており，すべての記事がこの方針に沿って書き記
されなければならないとされています [4]．
2.3　ウィキペディアの内容に関する三大方針
2.3.1　中立的な観点
「中立的な観点」とは，記事を記述する際に，

事実は事実，意見は意見として分けて記し，意見
が分かれるトピックに対しては単に両論併記する
のではなく，相対的な支持度が反映されるよう
に適切な重み付けをしよう，とする編集姿勢で
す [4]．
天文学の分野では，見解が分かれやすい政治的
なトピックなどとは異なり，中立性の問題は生じ
にくいと言えます．しかし，時折「金星の大気が
高温なのは温室効果によるものではない」等の非
主流の意見を出典なく事実のように書き込んでく
る人がいますので，注意を要します．
2.3.2　検証可能性
ウィキペディアでは記事の内容について「真実
か否か」以上に「検証可能か否か」を重要視して
います [5]．これはよく勘違いされることなので
すが，書かれた内容が間違っていること自体が問
題なのではなく，信頼できる情報源に基づいて記
事が書かれていないことが問題なのです．私が編
集に天文関連記事に携わって10年以上経った今
でも多くの記事に誤った記述が残されています
が，それらの大部分はまだウィキペディア日本語
版で出典の明示について厳しく相互チェックされ
なかった時期に立項された記事です．2010年前
後を境に検証可能性に対して利用者間の相互
チェックがより厳しく入るようになり，粗雑な記
事が立項されて放置されることは少なくなったよ

図1　 ウィキペディアの内容に関する三大方針． 
3つの方針は相互補完的に機能する．
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うに見受けられます*4．
各記事で出典とされる文献は，本文の引用箇所
に引用順に連番を振り，連番順に文献を記述する
「バンクーバー方式」で記事の末尾に提示されて
います．また個々の文献の表記には，いわゆる
「シカゴスタイル」のテンプレートが主に用いら
れています．かつては，引用箇所を示さず参考文
献を記事の最後に列記するだけの「一括参照」と
いう形式も可とされていましたが，現在では個々
の文献の引用箇所を文章中で明確に示す「個別参
照」で記述するように求められています [5]．
2.3.3　独自研究は載せない
ウィキペディアは，信頼できる情報源を参考文
献としてその資料の内容に忠実に記述する百科事
典であり，未発表の事実やデータ，理論，主張な
どを発表する場ではありません [6]．

2024年5月頃，安土桃山時代に日本に渡来して
織田信長に仕えたアフリカ系奴隷「弥助」に関す
るウィキペディア日本語版と英語版の記事に対し
て，アマチュア日本史研究家のイギリス人教員が
自らの公開前論文や自著を引用して編集したこと
が発覚する，という事件がありました．彼の提唱
する説の妥当性や研究者倫理の問題はさておくと
しても，ウィキペディアの記事編集としては「独
自研究は載せない」だけでなく「中立的な観点」
「検証可能性」の面からも大きく逸脱する行為であ
り，到底認められるものではありませんでした*5．
2.4　ウィキペディアの賢い使い方
2.4.1　ウィキペディアを学業に利用する場合
「ウィキペディアの記事は学業に使えるのか？」
あるいは「学業に使ってよいか？」という問いを
投げかけられることがありますが，私は「使い方
次第」と考えています．

先述のように，ウィキペディアは百科事典です
ので，何かを調査したり研究したりする際のポー
タルには成り得ても，それ自体を学術研究の論拠
としてはならないでしょう．
一方で「ウィキペディアは間違いが多いから

使ってはいけない」と指導することについては，
やや行き過ぎのように思われます．より正確を期
するなら「ウィキペディアは百科事典なので論文
やレポートの出典に使ってはいけない．使いたい
内容が書かれた記事を見つけたのなら，その記事
で出典とされた文献に目を通して確認し，その文
献を使うように」というところでしょう．記事編
集に携わる立場としては，ただ闇雲に禁じるので
はなく，リテラシーやクリティカルシンキングを
鍛える教材として活用してもらえるとありがたく
思います．
私はよく「本文はおまけ，出典にされた文献が
本体」や「本文？あんなの飾りです」などと冗談
めかして言っていますが，これは半ば本心でし
て，出典として挙げた文献こそ是非目を通しても

図2　ウィキペディアのロゴマークと帰属／ライセン
ス表示の例．  
Version 1 by Nohat（concept by Paullusmag-
nus）; Wikimedia.（https://commons.wikimedia. 
org/wiki/File:Wikipedia-logo-v2.svg）, CC BY-
SA 3.0

*4 2013年頃まで，英語版の天文関連記事を機械翻訳しただけの記事を粗製濫造させる利用者が活発に活動していまし
た．この利用者は「長期にわたる荒らし行為」として無期限ブロックされていますが，その悪影響は今も残されてい
ます．

*5 当該アカウントは，ほかにも複数アカウントの利用等のルール違反もあったため，無期限の編集ブロックという処置
を受けています．
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らいたいものです．
2.4.2　ウィキペディアから画像を転載する場合
講演資料や教材等にウィキペディアから画像を

転載する際に「Wikipedia」とだけ記載される方が
多いようですが，実はその記載では不十分です．
ウィキペディア日本語版の記事に貼られている画
像は「ウィキメディア・コモンズ（Wikimedia 
Commons）」というウィキメディア財団が運営す
るメディアファイルリポジトリに保管されたパブ
リックドメイン（PD）あるいはフリーなライセ
ンスが付与されたファイルが使われています．こ
れらのフリーライセンスの画像ファイルを再利用
する際には，著作権が誰に帰属するか，どのよう
なライセンスが付与されているかを表示すること
が求められています（図2）*6．

3.　ウィキペディア日本語版の天文関
連記事

3.1　最も読まれている記事は？
ウィキペディア日本語版に初めて天文学関連の
記事が立項されたのは2003年2月3日のことでし
た．「天文学」と題された記事は「・スペース
シャトル」とだけ記された，わずか29バイトの
内容でした．それから 20年余りの年月を経た
2024年6月末現在，ウィキペディア日本語版には
約10,000件の天文学や天文学史に関連する記事
が立項されています．この中には宇宙開発と分野
が重なる記事も含まれますが，ロケット工学など
天文学と直接結び付かない記事は除外してカウン
トしています．
表1は，ウィキペディア日本語版の天文関連記
事のうち2023年7月1日から2024年6月30日ま
での1年間で人間と思われる利用者からのページ

ビューが多かった記事を表にしたものです．
やはり「アルベルト・アインシュタイン」や

「ブラックホール」，「ガリレオ・ガリレイ」など
は，いつ統計を取っても最上位にくる人気の記事
となっています．「ベテルギウス」は，2019年末
から2020年にかけての大減光が話題となったこ
とからページビューが増え，今回の集計でも12
位に入っています．
意外なところで「蛍石」が20位に入っていま

した．人気漫画の『Dr.STONE』辺りが影響した

表1　ウィキペディア日本語版の天文関連記事の 
ページビュー上位20記事． 
（2023年7月1日‒2024年6月30日）．

順位 項目名 PV数
1位 アルベルト・アインシュタイン 612,527
2位 月 337,008
3位 干支 307,168
4位 地球 300,361
5位 ブラックホール 291,384
6位 伊能忠敬 279,873
7位 ガリレオ・ガリレイ 268,154
8位 太陽 267,526
9位 十二支 247,909

10位 アリストテレス 238,880
11位 太陽系 237,733
12位 ベテルギウス 224,605
13位 冥王星 219,431
14位 木星 211,121
15位 金星 206,721
16位 アイザック・ニュートン 205,640
17位 スティーヴン・ホーキング 205,502
18位 火星 199,005
19位 宇宙 198,307
20位 蛍石 191,991

*6 帰属とライセンス表示の具体例は，Commons:クレジットライン（https://commons.wikimedia.org/wiki/Commons:-
Credit_line/ja）に挙げられていますので，そちらを参照願います．また，ウィキメディア・コモンズのURLと回答選
択式のフォームへの入力だけ帰属・ライセンス表示を生成する「Attribution Generator」（https://lizenzhinweisgener-
ator.de/?lang＝en）というツールもありますので，そちらも是非ご活用ください．
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のかと思って調べてみたところ，どうやら2023
年9月10日に放送されたTBSのTVドラマ『VI-
VANT』で蛍石の枯渇が取り上げられたことが影
響したらしく，ここから2週間で平常の1年分に
あたるPV数を計上していました．TV離れが進
んだと言われる2020年代でもその影響力は健在
のようです．
3.2　天文関連記事編集の実態
ウィキペディアには「ウィキプロジェクト」と
呼ばれる，特定の分野についてウィキペディア内
でどのような書式でどのように説明するか等を検
討するための利用者間の集まりがあります．日本
語版の天文分野には「ウィキプロジェクト天体」
（以下「PJ天体」）というプロジェクトがあり，
ここに参加している利用者によって多くの記事が
立項や加筆修正されています．PJ名こそ「天体」
ですが，天文学全般についてこのプロジェクトで
取り扱っています．

2024年8月現在，PJ天体に参加して天文関連
記事の編集を継続している利用者は，私含め6名
です．どうです，少ないでしょう？ そうです，
本当に少ないんです．英語版ウィキペディアには
同様のPJとしてWikiProject Astronomyがありま
すが，アクティブメンバー数は246名．「戦いは
数だよ兄貴」とはまさにこのことで，日本語と英
語の話者数の差を考えても40倍以上の戦力差は
大きく，英語版に比して記事の量と質で不利な状
況にあることは否めません．
それでも，少人数でも質のよい情報を提供すべ

く各自日夜奮励努力しております．普段は各々が
関心あるテーマの記事を編集していますが，タイ
ムリーで何か工数が掛かりそうなテーマが出てく
れば，協力して知恵を出し合って編集作業に取り
組むこともあります．たとえば，2019年に開催さ
れた「IAU100 NameExoWorlds」で113の恒星系
と系外惑星に固有名が認証された際には，PJ天体

表2　ウィキペディア日本語版の天文関連記事でよく使われる文献の一覧．

項目 対象 文献名

学術用語
学術用語集（文科省）
インターネット版「天文学辞典」（日本天文学会）
シリーズ「現代の天文学」（日本天文学会編，日本評論社）

各種パラメータ

恒星・銀河・星団等
SIMBAD（CDS）
VizieR（CDS）の各カタログ

太陽系小天体
Minor Planet Center（IAU）
Small-Body Database Browser（JPL）

太陽系外惑星 Extrasolar Planets Encyclopaedia

名称

恒星の固有名

IAU Catalog of Star Names（IAU WGSN）
A Dictionary of Modern Star Names 
（Paul Kunitzsch, Tim Smart）

Stars and Stars of the Week（Jim Kaler）
太陽系の天体の地名 Gazetteer of Planetary Nomenclature （WGPSN）

星座の歴史・由来

Star Tales （Ian Ridpath）
Star Names ̶ �eir Lore and Meaning 
（Richard Hinckley Allen）
ルネサンス期以降の各種星表・星図の原書（ETHなど）

日本の星名
日本の星名事典（北尾浩一）
日本星名辞典（野尻抱影）
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所属の利用者たちで手分けして記事の立項作業に
取り組みました．そのため，翌3月末にはすべて
の星系の記事を立項し終えることができました．
質のよい情報を提供するためには信頼できる情
報源が必要です．表2に，我々が記事編集の際に
主に利用している情報源を列挙してみました．お
そらく皆さんが想像されるよりもマシな情報源で
はないでしょうか．これらに加え，関係しそうな
論文はNASA/ADSで検索して内容を確認し，必
要に応じて記事編集の参考文献としています．
オープンアクセスの学術誌は我々でも読めるの
ですが，有償で定期購読する必要がある学術誌に
はなかなか手を出せず，記事を一から書くにせよ
英語版から翻訳するにせよ編集が難渋する原因の
一つとなっていました．しかし近年ウィキメディ
ア財団から新たに提供された『ウィキペディア図
書館』という記事編集支援の仕組みが，大きなブ
レイクスルーを生んでいます．
3.3　 『ウィキペディア図書館』̶ 典拠情報へのア

クセスを可能とする記事編集支援の仕組み
天文学にせよ天文学史にせよ重要な典拠情報の
多くは海外の書籍や学術誌に記載されており，研
究機関や教育機関に属していない限り簡単にアク
セスできません．本誌のようなオープンアクセス
の学術誌の存在には大いに助けられていますが，
それにも限界があります．
『ウィキペディア図書館（Wikipedia Library）』
は，そのような重要な典拠情報へのアクセスと利
用を無料かつ簡単に提供することを目的とした，
ウィキメディア財団のプロジェクトです．ウィキ
ペディア図書館の運営チームは，海外の数十の出
版社とパートナーシップ契約を締結しており，
ウィキペディアやWikimedia Commons等を編
集する利用者が無償で資料にアクセスすることを
可能にしています [7]．
ウィキペディア図書館から閲覧可能な天文学・

天体物理学の分野の資料としては，NatureやSci-
ence, Astronomy & Astrophysicsなどの学術誌の

ほか，SpringerLinkやWileyが刊行する学術誌や
書籍があります．またOxford Academicが刊行
する王立天文学会月報やPASJなどの学術誌も自
由に閲覧することができます．また人文系では
JSTORにアーカイブされた論文等の資料が利用
できるため，天文学史関連の典拠情報を調べる際
に大いに役立っています．
これらの文献を無償で閲覧するには，
・500回以上の編集履歴があること
・6ヵ月以上編集活動に携わっていること
・直近30日間に10回以上の編集実績があること
・現時点で投稿ブロックを受けていないこと
といった要件を満たす必要がありますが，週20
件程度の編集作業をすれば半年ほどで達成できま
す [7]．
有償の学術誌や文献にアクセスするのが難しい
環境にある研究者の方々にとっては，結構魅力的
な条件ではないでしょうか？　研究活動のちょっ
とした合間に記事編集をお手伝いしてもらえる
と，私らも大変ありがたいです．
3.4　ウィキペディア日本語版天文記事の今後
以下，私見ではありますが．現状を踏まえて取
り組みたいことを並べてみます．
現在，記事編集に参画してくれる仲間がもっと
増えるような何らかアクションを起こせないもの
かと思案中です．英語版ウィキペディアがNASA
のサイトに引用されるほど高く信用されているよ
うに，ウィキペディアに関わる人が増えれば増え
るほど記事の量も質も向上していく，と考えてい
ます．とは言え，余暇のほとんどを百科事典の編
纂に費やすような酔狂な人はそうそういないの
で，もっと気軽に参画してくれるライトな層を増
やしたいと考えています．たとえば，知見や関心
のある分野だけ出典を付けて加筆してみたり，
誤っている箇所を教えてくれたり，そんな感じで
十分です．先述したウィキメディア・コモンズに
天体写真をアップロードしてもらうのも大変あり
がたいです．画像のアップロードは，問答形式で
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必要事項を入力していけば誰でも簡単にできます
ので，天体や日本天文遺産の写真など提供いただ
けると大変助かります．
記事の質について言えば，天文学・天体物理学
の理論や法則など，専門性の高いテーマについて
は，記事の内容が十分でない，あるいは記事自体
が立項されていないのが実状です．たとえば，私
が特に関心のある恒星物理学の分野では「周期‒
光度関係」や「κ機構」などの記事を立項こそし
ていますが，その内容も不十分なままとなってい
ます．何とか専門家の知見を記事に反映させたい
と思っていますので，研究者の皆様からも助言や
情報提供いただけると幸甚です*7．

4.　「星座関連記事の抜本的改稿」私的
に取り組み中のテーマについて

最後に，私が2022年頃から最優先で取り組ん
でいるテーマである「星座関連記事の抜本的改
稿」について紹介します．これは，ウィキペディ
ア日本語版に立項されている現行の88星座に，
既に廃止されたアルゴ座と壁面四分儀座の2星座
を加えた90星座の記事を，日本語文献としては
最高レベルのものに仕上げていこうという取り組
みです．
現代の天文学で「星座」という天球上の区分
は，突発天体やアソシエーション，宇宙の大規模
構造の名前で見聞きする程度になっており，既に
天文学史や天文文化の分野の事象になっているよ
うに見受けられます．天文学関連の講演で研究者
の方から「星座のことは何も知りません」と自己
紹介されるのはもはや定番となっていますが，そ
れも仕方ないことなのでしょう．
その一方で，プラネタリウムや観望会など広く
一般向けに天文・宇宙を紹介する現場では，その
由来や伝承について様々に解説されるなど今もな

お人々の興味を引く題材であり，天文学へ興味・
関心を繋ぐ入口として軽視できないものとも考え
ます．
さて，私がなぜ星座の記事の改稿を最優先に取
り組み始めたのか，主な理由は以下の通りです．

1.　 ウィキペディア日本語版の星座関連記事の
内容が薄い

2.　 日本の先人が遺した文献には誤りが多い
3.　 先人の著書の内容を元に社会教育・一般普
及活動がされている

4.　 生成AIによる検索が普及する前に学習デー
タとして整える必要がある

理由1は当然として，問題は2と3です．野尻
抱影，原恵，山田卓，藤井旭といった先人たちが
遺した星座に関する著作は，多くの読者に天文に
関する興味関心を大いに掻き立ててきました．た
だ，星座とは本来何の関係もなかった神話を星座
と結び付けてみたり，16世紀以降に考案された
新星座について考案者が星図や星表に書いていな
いことを独自解釈で書き加えてみたりと，事実と
想像をコンタミしてしまう悪い癖を共通してお持
ちだったようです．そのため，欧米とは異なる星
座の由来や伝承が彼ら先人たちから語られること
によって国内では情報のガラパゴス化が進み，解
説員や星空案内人，YouTuber, VTuberらによっ

表3　ウィキペディア日本語版の星座記事の節構成．

節 内容
導入部 記事全体の概略
特徴 星座の位置，観望に適した時期等
由来と歴史 星座の成立史，中国の星官

神話
星座と直接関連するギリシア・ローマ
神話

呼称と方言 日本語名の変遷，日本独自の名称
主な天体 領域内の恒星，星団・星雲・銀河
流星群 星座名を冠した確定流星群

*7 『天文学辞典』のように研究者の手で質の高い記事を編集してもらえるに越したことはないのですが……いずれにせよ，
私のような門外漢の興味関心や知見，編集意欲に左右されるような現状は決して健全ではなかろうと思っています．
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て今もなおおかしな情報が拡散されているのが現
状です*8．
偉大な先人たちの肩の上に立っていることは十
分に踏まえつつ，彼らが遺した過ちは21世紀の
今を生きる我々が正していきましょう．幸い，
Copilot, Gemini, perplexityなどの生成AIによる
検索は，ウィキペディア日本語版の記事の内容を
よく学習してくれるようですので，ウィキペディ
アの記事を正しく改稿していくことによって，人
間だけでなく大規模言語モデルに対してもよい学
習データを提供できそうです．
星座記事の節構成もPJ天体のメンバーと協議
して改めました（表3）．これで以前よりも幾分
読みやすい記事になっているかと思います．
由来と歴史，神話の内容には，日本語文献を一
切採用せず，英国の研究家 Ian Ridpathの『Star 
Tales』を主な参考文献としました．Ridpathの説
の妥当性は，星図・星表の原書や天球儀，海外の
専門家のコメンタリー等で裏を取りながら確認し
ています．このほか，西洋の星座が日本で受容さ
れる過程で星座名がどのように変遷したかなど，
これまでほとんど語られなかった事柄も記述して
います．
気になる進捗ですが，2024年8月末時点で16
世紀以降の新星座41個は編集が終わり，プトレ
マイオス星座48個も30星座ほど作業を終えまし
た．遅筆も災いして，1つの星座記事に1ヵ月近
く時間を要していますが，2025年度末までには
全星座の編集を完了する予定です．
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Outreach for astronomy from Wikipedia
Michio Kovayashi

Abstract: �is paper introduces what Wikipedia is and 
how the astronomy articles on the Japanese version of 
Wikipedia have been edited. �e author, who has been 
actively engaged in astronomy outreach through Wiki-
pedia for many years shares insights and experiences 
in this area.

*8 誰でも手の届くウィキペディアという場により正しい情報を置くことによって，天文普及の場によい意味で圧を掛け
たいという思いもあります．

天球儀　 

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2&oldid=101742632
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2&oldid=101742632
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2&oldid=101742632
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2&oldid=101742632
https://en.wikipedia.org/w/index.php?title=Wikipedia&oldid=1244882264
https://en.wikipedia.org/w/index.php?title=Wikipedia&oldid=1244882264
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E4%B8%AD%E7%AB%8B%E7%9A%84%E3%81%AA%E8%A6%B3%E7%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E4%B8%AD%E7%AB%8B%E7%9A%84%E3%81%AA%E8%A6%B3%E7%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E4%B8%AD%E7%AB%8B%E7%9A%84%E3%81%AA%E8%A6%B3%E7%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E6%A4%9C%E8%A8%BC%E5%8F%AF%E8%83%BD%E6%80%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E6%A4%9C%E8%A8%BC%E5%8F%AF%E8%83%BD%E6%80%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E6%A4%9C%E8%A8%BC%E5%8F%AF%E8%83%BD%E6%80%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E7%8B%AC%E8%87%AA%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%81%AF%E8%BC%89%E3%81%9B%E3%81%AA%E3%81%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E7%8B%AC%E8%87%AA%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%81%AF%E8%BC%89%E3%81%9B%E3%81%AA%E3%81%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E7%8B%AC%E8%87%AA%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%81%AF%E8%BC%89%E3%81%9B%E3%81%AA%E3%81%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:%E7%8B%AC%E8%87%AA%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%81%AF%E8%BC%89%E3%81%9B%E3%81%AA%E3%81%84

